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数学的に考える力や表現する力を伸ばす学習指導の工夫 

～図形を見る視点を身に付ける活動を通して～ 
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Ⅰ 主題設定理由 

   算数科の目標の中に，「日常の事象について見通しをもち筋道を立てて考え，表現する能力を育て

る。」と書かれている。算数科指導要領解説によると，「考える能力と表現する能力は互いに補完しあ

う関係にあるといえる。考えを表現する過程で，自分のよい点に気付いたり，誤りに気付いたりする

ことがあるし，自分の考えを表現することで，筋道を立てて考えを進めたり，よりよい考えを作った

りできるようになる。授業の中では，様々な考えを出し合い，お互いに学び合っていくことができる

ようになる。」とある。ところが，児童の実態は，自分の考えをまとめたり，発表したりすることを

苦手としている子が多い。そのようなことから，考える力と表現する力を身に付け伸ばしていくこと

は大切であると考える。 

   平成 24 年度沖縄県学力到達度調査における沖縄県全体の結果は，３年生，５年生のＡ問題では，全

領域の正答率と図形領域の正答率は，80％前後とあまり差はないが，Ｂ問題では，３年生は，全領域

正答率 60.1％に対し，図形領域の正答率は 49.2％ 

  ５年生は，全領域正答率 34.9％に対し，図形領域 

  の正答率は，23.9％とかなりの落ち込みがみられ 

  る。また，本校の結果は，Ａ問題では，県と同様 

  80％前後とあまり差はないが，Ｂ問題に関しては， 

  ３年生は，全領域正答率 59.7％に対し，図形領域 

  の正答率は 44.3％，5年生は，全領域正答率 37.4 

  ％に対し，図形領域の正答率は，17.3％と県以上 

  に本校児童の図形領域の落ち込みがみられる。課 

  題として，「図形の性質を基に事象を判断すること」 

  「根拠となる事柄を明らかにして論理的に説明する 

  こと」があげられている。これからの指導においては，図形を弁別するための根拠となる定義や性質

を明確にして，図形を調べたり説明したりする活動の充実や問題を解決する際には筋道を立てて考え，

その筋道を説明できるようにすることが大切である。 

   私自身のこれまでの実践を振り返ってみると，「図形」の領域においては，図形の名称やその定義や

性質を理解させることにこだわり，図形のイメージを膨らませるための算数的活動や，図形を見る視

点を押さえるための指導が足りなかったように思う。その結果，「図形」の学習が好きと 52％と半数

以上の児童が答えているが，その図形の定義については，正確に答えられた子は数名であった。 

   これまでの児童のテストの結果を振り返ってみても，「数と計算」の領域では，平均 90点取ること

ができるが，「図形」の領域では，平均 75 点程度と，習得の低さが伺える。それは，「図形」の領域

を計算と比較すると，日常生活の中での活用が少なく，繰り返し学習する場が設定されていないため

だと考えられる。 

   本研究では，日常の場面において，図形に触れることのできる教室環境を作ること，さらに授業で
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は，教師の発問や支援，黒板掲示の工夫や，説明し合う活動を取り入れることで，図形の定義や性質

の定着を図り，図形を見る視点を身に付けることで，様々な考えを出し合い，お互いに学び合ってい

くことができるような数学的に考える力や表現する力を伸ばしていきたい。 

   以上のような研究を通して，数学的に考える力や表現する力を伸ばすことができると考え，本研究

テーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究仮説と検証計画 

 １ 研究仮説 

   算数科の「図形」の領域において，次のような指導の工夫を行えば，図形を見る視点が身に付き，

数学的に考える力や表現する力が伸びるであろう。 

  (1) 積み木やパズルなどを用いたクイズ形式の常時活動のできる教室環境を作ることで，図形を見る

視点を育てる。 

  (2) 授業における発問や黒板掲示の工夫をすることで，図形の知識・技能の定着を図る。 

  (3) 分かったことを友達に説明し合う場を設定し，自分の考えを整理させることで，図形の定義や性

質の定着を図る。 

 ２ 検証計画 

   事前調査で「図形」に関するアンケートと図形テストを行い，児童の実態把握をする。その後，ク

イズ形式の常時活動を取り入れる。算数の授業では，会話形式の発問や黒板掲示の工夫，ペア同士の

説明し合う活動を取り入れた検証を 8時間行う。授業後には，必ず，授業で分かったことと分からな

かったことを記入させる自己評価を取り入れ，児童の理解を確認する。また，単元の終末に行う，単

元テストの結果から既習事項が理解できたかを確認する。すべての検証授業終了後に事前調査と同じ

「図形」に関するアンケートと図形テストを行い，児童の「図形」に対する意識の変化と図形の知識

と技能の定着を検証する。 

①
常
時
活
動 

・６月頃からパズルや積み木などを用いたクイズを教室内に

掲示し，休み時間等を使って，問題に取り組ませる。 

・児童の活動状況（解答を回

収） 

②
検
証
授
業 

検証の場面 検証の観点 検証の方法 

展 開 

(1)会話形式の発問やカードを使った黒

板掲示の工夫をすることで，図形を見る

視点を身に付けることができたか。 

(2)分かったことを説明し合い，考えを

整理し，図形の定義や性質の定着が図ら

れたか。 

・授業観察（発表など） 

・児童のノート 

・確認問題の結果 

・児童の自己評価 

③
前
後
の
調
査 

実施時期：事前調査（5月：検証授業前） 

     事後調査（7月：単元テスト終了後） 

・図形に関するアンケートの

分析 

・図形テストの分析 

④
テ
ス
ト 

・合同な図形の単元テスト ・テストの分析 



・常時活動，発問や黒板掲示の工夫，説明し合う活動を取り入れた

授業の工夫をすることは，児童の数学的に考える力や，表現する力

を伸ばすのに有効であったか。 

・①②③④の結果 

 

Ⅲ 研究内容 

 １ 数学的に考える力や表現する力を伸ばす学習指導の工夫について 

  (1) 数学的に考える力や表現する力を伸ばす 

   ① 小学校算数科の目標から 

     算数科の目標に「日常の事象について見通しをもち筋道を立てて考え，表現する能力を育てる」

とある。考える能力と表現する能力は互いに補完しあう関係にあるといえる。考えを表現する過

程で，自分のよい点に気付いたり，誤りに気付いたりすることがあるし，自分の考えを表現する

ことで筋道を立てて考えを進めたり，よりよい考えを作ったりできるようになる。 

     問題解決の方法や結果が正しいことをきちんと示すためには，筋道を立てて考えることが求め

られる。ある前提を基にして説明していくという演繹的な考えが代表的なものであるが，児童が

算数を学習していく中では，帰納的な考えや類推的な考えもまた，根拠となる事柄を示すという

点で，筋道を立てた考えの一つといえる。このように，教師は，いろいろな方向から考えること

ができる方法を明示し，児童が筋道を立てて考え，結果を導き出すことができるよう指導してい

くことが大切だと考える。 

   ② 考える力や表現する力 

     小学校学習指導要領解説算数編の２内容の取扱いについての配慮事項の(２)に，「思考力，判断

力，表現力等を育成するため，各学年の内容の指導に当たっては，言葉，数，式，図，表，グラ

フを用いて考えたり，説明したり，互いに自分の考 

    えを表現し伝え合ったりするなどの学習活動を積極 

    的に取り入れるようにすること。」とある。数学的な 

    思考力，判断力，表現力等は，合理的，論理的に考 

    えを進めるとともに，互いの知的なコミュニケーシ 

    ョンを図るために重要な役割を果たすものである。 

    その一方で，全国的な調査の結果などからは，児童 

    が自分の考えたことを説明することに課題が見られ 

    るとの指摘がある。そのため，指導に当たっては， 

    言葉，数，式，図，表，グラフを用いて考えたり， 

    説明したり，互いに自分の考えを表現し伝え合った 

    りするなどの学習活動を積極的に取り入れるように 

    することの必要性が示されている。このような表現 

    の方法について学ぶとともに，それらを活用する指 

    導を工夫することが大切である。図形の学習におい 

    ては，特に言葉や図を用いて考えたことを表現して 

    いけるように指導する必要がある。 

   ③ 数学的に考える力とは 

     小島(2008 年)によると，数学を創り出す方法に関 

    する数学的な考え方より，12の考え方がある(資料 

    １)。特に重要なのが，１帰納的な考え方，２類推 

    的な考え方，３演繹的な考え方，４統合的な考え方 

１ 帰納的な考え方 

２ 類推的な考え方 

３ 演繹的な考え方 

４ 統合的な考え方・拡張的な考え方 

５ 発展的な考え方 

６ 抽象化の考え方 

７ 単純化の考え方・理想化の考え方 

８ 一般化の考え方 

９ 特殊化の考え方 

10 記号化の考え方 
11 数量化の考え方 
12 図形化の考え方 

資料 1 数学を創り出す方法に関する 

          数学的な考え方 

１ くりかえし「考える体験」をさせる 

２ 結果だけでなく「発想」を重視する 

３ 「肯定的評価」で前向きな子供にする 

４ 既習事項や既有経験の活用を奨励する 

５ 授業の中で「考えるコツ」を実感させる 

６ 考えることの楽しさを実感させる 

７ 「考えたら成功した体験」を豊かにする 

８ 日常生活の中でも考えることを奨励する 

９ 「考えるモデル」を示す 

10 考えると得をすることを理解させる 

11 学び合いをさせる 

資料２ 「数学的な思考力」を育てる 

           11 のポイント 



    ・拡張的な考え方，５発展的な考え方の５つである。その中から，今回は，帰納的な考え方と演 

    繹的な考え方を使う。また，その考える力を育てるためには，11のポイントがある(資料２)。そ

のポイントより，自分の考えを説明するだけでなく友達の考えを読み取り，それと関連させなが

ら自分の考えを吟味したり，よいところを取り入れたり，知的コミュにケーンションを図りなが

ら学び合いをさせていく。 

   ④ 数学的とは 

     杉山(2008 年)によると，数学的とは，数学的な言葉と考える。例えば，小学校１年生の図形の

領域では，我々の身の回りにあるものに形があるということ，形に着目させるということをねら

いとしている。「形」と「図形」は，ある程度区別されている。「形」は「もの」についてで「図

形」は「形の中で，幾何学の対象とするもの」と考える。１年生では，「まるいおむすび」「さん

かくおむすび」「顔がしかくい」など「しかく」とか「さんかく」というような言葉を使って形

を見るようにする。これは，日常的な言葉として表現するものである。それに対して，「三角形」

「四角形」は幾何学用語で数学的な言葉である。「さんかく」は三角形らしければいいが，「三角

形」は，辺は曲がっていてはいけない。角が丸くてはいけない。直線で囲まれた図形でなければ

ならないということを身に付ける必要性が出てくる。「三角形」「四角形」という数学的な言葉の

意味を押さえ，理解することで，考えて表現することにつながっていくと考える。 

   ⑤ 数学的に考える力や表現する力を伸ばす 

     市川(2009 年)によると，「教えて考えさせる授業」を行うと，学習意欲や学習スキルの向上と

なって表れ，学力テストの成績も大きな伸びを示すと述べている。基本的な用語の意味もよくわ

かっていなければ，お互いの言っていることの意味もつかみにくく，話が通じ合わない。授業内

容がわからなければ，問題解決に向かう意欲も失せる。それでは，学習意欲の向上は難しい。し

かし，「教えて考えさせる授業」を行うと，「教える」の段階で子供たちが誤解していそうなこと

を取り上げながら正しい知識を与え，なんとなくという「生わかり状態」から「本わかり」にし，

「考える」の段階で，「教える」で与えられた知識を使って問題解決や討論を促すことで，主体

的に学ぶ子どもの姿が見られ，学習意欲が向上していくと考えている。また，「予習－授業－復

習」を通じて既存の知識や技能を身に付けるという「習得サイクルの学習」で，子どもが「何が

分かる」「何が分からない」を知り，学習にのぞむことで意欲も向上すると述べている。 

     意欲が向上することによって，「自ら学び，自ら考える」ことが可能になり，学習する価値や意

義を見いだし，考える力や表現する力が伸び，社会で生きていく力が身に付くと考える。 

  (2) 数学的に考える力や表現する力を伸ばす学習指導の工夫について 

    市川伸一氏の「教えて考えさせる授業」をベースに授業を展開する 

   ① 「予習－授業－復習」の「習得サイクルの学習」 

     「授業の前に教科書などで下調べしてくる」という予習をし，ある程度の予備知識を持って授

業をすることで学習しやすい状態を作り，「予習でわからなかった疑問点」をもって授業に臨む。

授業後は，ノートを見ながら，学習したことを家族や友達に言葉で説明する復習をする。 

   ② 「考えさせる」学習 

    ア 第１ステップ 

      「教科書や教師の説明したことが理解できているか」を確認する。 

       ・隣の席の子と教科書や教師の説明したことを説明活動や教え合い活動を行い，理解確認

を行う。 

    イ 第２ステップ 

      「理解深化課題」として，多くの子どもが誤解していそうな問題や，教えられたことを使っ

て考えさせる発展的な課題を用意する。 

       ・発展的な問題を用意し，グループで解き方を考え，グループで考えた解き方を説明し合

い，全体で発表する。 



    ウ 第３ステップ 

      「授業でわかったこと」「まだよくわからないこと」をノートに記述させ，振り返りをする。 

       ・授業の最後に「何がわかったのか」「何がわからなかったのか」をノートに書いて，メ

タ認知を促し，今後の授業の展開の参考にする。 

 ２ 図形を見る視点を身に付けることについて 

  (1) 図形の知識 

   ① 用語・記号の指導 

     小学校学習指導要領解説算数編第３指導計画の作成と内容の取扱い２第２の内容の取り扱いに

ついての配慮事項の中に，(３)用語・記号の指導とある。「各学年の内容に示す［用語・記号］

は，当該学年で取り上げる内容の程度や範囲を明確にするために示したものであり，その指導に

当たっては，各学年の内容と密接に関連させて取り上げるようにし，それらを用いて表したり考

えたりするよさが分かるようにすること。」と載っている。指導に当たって，用語や記号は活用

することが大切であり，用語や記号を用いて表したり考えたりすることのよさが分かるよう配慮

することについて示されている。 

   ② 図形の定義や性質の定着について 

     小学校学習指導要領解説算数編第２章第２節算数科の内容２各領域の内容の概観Ｃ図形(１)

「Ｃ図形」の領域のねらいに「この領域では，平面図形と立体図形の意味や性質について理解し，

図形についての感覚を豊かにするとともに，図形の性質を見いだしたり説明したりする過程で数

学的に考える力や表現する力を育てることを主なねらいとしている。」とある。図形に関するア

ンケートの結果，図形の学習が好きと答えた子が 52％と半数以上となっている。しかし，「二等

辺三角形はどれですか」など既習事項の図形を見つけるテストをしたところ，指示された６つの

図形をすべて見つけることができた児童は，33％であった。特に，｢二等辺三角形｣と「直角三角

形｣を見つけることができたのは，全体の 61％と 55％と低く，図形の名称の理解が低いことが分

かった。さらに，理由を書かせると，「辺」を「線」と書いたり，「平行」を「どこまでもまっす

ぐな線」と書いたりと，数学用語を活用できていない記述が見られた。その結果から，図形の意

味や性質について理解していないことが分かる。それは，図形を見る視点ができていないため，

考える力や表現する力を育てることが難しいと考えられる。 

  (2) 図形を見る視点 

    図形教育は，図形の概念を形成することが１つの大きな目的である。概念形成がなされたと考え

てよいのは，①その図形の概念のもつ性質が分かる。②イメージがもてる。③概念が弁別できる・

区別ができる。という３つの点ができた場合だと杉山(2008 年)は言っている。その概念形成をする

ために，それぞれの学年ですることを念頭において，図形を見る視点を考えながら学習指導要領が

作られている(表１)。 

表１ 図形を見る視点と図形の見方や調べ方（平面図形） 

学年 見る視点(杉山氏) 図形の見方や調べ方(学習指導要領) 

１学年 形 
・観察や構成などの活動 

・前後，左右，上下などの言葉 

２学年 
直線 

直角 

・観察や構成などの活動 

・構成要素に着目する 

・辺の長さを調べる 

・直角に着目する 

３学年 辺の長さ 

・観察や構成などの活動 

・構成要素に着目する 

・辺の長さを比べる 



・角の形に着目する 

４学年 平行・垂直 

・観察や構成などの活動 

・直線などの平行や垂直の関係 

・見取図や展開図をかく 

・ものの位置を表す 

５学年 図形の決定条件 

・観察や構成などの活動 

・図形の合同 

・図形の性質を見いだす 

・直径と円周の関係(円周率） 

・見取図や展開図をかく 

６学年 
対称 

拡大図・縮図 

・観察や構成などの活動 

・縮図や拡大図 

・対称な図形(線対称，点対称) 

    今回，5 学年の合同における学習では，杉山氏の見る視点から頂点，辺，角，平行の 4 つの視点

を確認しながら指導していく。 

  (3) 図形の視点を身に付けるための工夫 

   ① 常時活動において 

     子どもが，新しいことを「学ぶ」というときには，対象となるものに対する強い興味・関心が

きっかけとなる。「おやっ，何だろう」「あれっ，変だな」「やってみたいな」といった気持ちが

起きることからの始まりである。そして，それに実際に関わり始めるときには，その原点に返っ

て，ものに「触って感じる」｢本物を見る」｢一部分でなく全体を見る」という本能的な行為から

始まることが大切である。と坪田(2002 年)は述べている。ものに触れ親しみ，それを使って遊ぶ

ことで，子ども達の知的好奇心を促す。手を使 

    って体験的な活動をする算数の授業を「ハンズ 

    オン・マス」という。「もし～だったら」と視 

    点を変えることにより，さらに柔軟で創造的な 

    考えが身に付いてくる。アレックス・オズボー 

    ンの提案した，「ＳＣＡＭＰＥＲ」（７つの問い 

    かけ）では，「ＳＣＡＭＰＥＲ」の質問をして， 

    新しいアイディアを生み出せるようにしている 

    (表２)。あらかじめ，質問を準備し，この問い 

かけに答えるうちに発想力が身についていくと 

いう考えである。このような思考の方法を具体 

的に実現するには，まずもって実際のものにあ 

たって考察したり，実際に直接体験して考える 

ということがいいと考える。まさしく「ハンズ 

オン」の精神が有効である。 

     常時活動で，児童が興味を持って図形に取り 

    組むことができるように，タングラムやクイズを作り，教室に掲示すると，図形に触れる機会が

増え，図形を見る視点も自ずと身に付くのではないかと考える。 

   ② 授業において 

     図形を実際に構成する具体的な活動には，紙を折ったり，切ったり，図形を移動させたり，切

り離したり，変形したり，定規やコンパスを用いて作図したりするなどがある。その活動から，

三角形や四角形の性質を見いだし説明することを通して，論理的な考えを育成していく。 

ＳＣＡＭＰＥＲ（７つの問いかけ） 

S=Substitute?    代用品はないか? 

C=Combine?     結びつけること 

           はできないか? 

A=Adapt?       応用することは 

           できるか? 

M=Modify? Magnify? 修正，あるいは拡 

           大できないか? 

P=Put to other use?  他の使いみちは 

           ないか? 

E=Eliminate?     削除か削除でき 

           ないか? 

R=Reverse? Rearrange?逆にするか，再 

           構成できないか? 

表２ ＳＣＭＡＰＥＲ(7 つの問いかけ） 

３学年 辺の長さ 



     「教えて考えさせる授業」の「考えさせる」学習から図形の視点を身につけさせるための工夫

を図っていく(表３)。 

 

 学習内容 活動の工夫 

第 1ステップ 

 類似問題を黒板に掲示してある

カードを参考にし，数学用語を使い

ながらその部分を指し示して説明

する。 

・紙を切ったり，図形を移動させたり，

変形したり，コンパスで長さを比べるな

どの活動 

・図形の視点カードを黒板に掲示する 

・図形を指でなぞるように説明する 

第 2ステップ 

 少し難しい問題をグループで取

り組み，見る視点に従いながら，試

行錯誤してまとめ，全体で発表す

る。 

・コンパスで長さを比べる活動 

・図形の視点をともに説明し合う活動 

 

第 3ステップ 

 どの視点でつまずいているかを

振り返り，自己を見つめ直し，次の

授業につなげる。 

・どの視点がつまずいているのか，どの

視点は，見ることができたのか意識して

振り返る活動 

 

Ⅳ 検証授業 

 １ 単元名 形も大きさも同じ図形を調べよう 

 ２ 単元設定の理由 

  (1) 教材観（省略） 

  (2) 児童観（省略） 

  (3) 指導観 

    本単元は，第４学年まで学習してきた平面図形の構成要素をふまえて，合同という視点で図形を

考察する。図形を重ね合わせる活動を通して，２つの図形がぴったり重なるとき，つまり，形も大

きさも同じであるときこの２つの図形は合同であると定義する。また，対称移動（裏返し）した形

も合同であることをおさえる。そして，合同な図形を，構成要素に着目して考察することにより，

対応する辺の長さや対応する角の大きさがそれぞれ等しいことを見出し，「ぴったり重なる」ことを

数学的にとらえていく。 

    また，これまでに学習してきた台形，平行四辺形を対角線で分割してできた三角形が合同かどう

か調べ，「なぜ合同になるのか」といったことを平面図形のもつ性質を基に考察することを通して，

平面図形についての理解を深めていく。 

    さらに，合同な三角形や平行四辺形のかき方について学習する。ここでは，合同な図形をかくと

いう課題において，三角形であれば「第３の頂点の位置の決定」について発見的に取り組みながら，

すべての辺の長さや角の大きさを使わなくても三角形の形や大きさが決定されることを見出すこと

が大切である。 

以上のことをふまえ，以下の３つの工夫をして，指導していきたい。 

① 発問の工夫 

     会話形式の発問…一方的に教師が話し進めるのではなく，児童と会話をするように「頂点」「辺」

｢角｣｢平行｣を確認しながら進める。 

② 黒板掲示の工夫 

     図形を見る視点の掲示…｢頂点｣｢辺｣｢角｣｢平行｣の語句カードやキーワードなどを黒板に掲示し，

いつでも意識して確認できるようにする。 

表３ 「考えさえる」学習から図形の見る視点を身につけさせるための工夫 



   ③ 説明し合う活動の工夫 

     学習形態の多様化…ペア学習やグループ学習など，学習の内容に応じて，学習の形態を変え，

全員が説明し合える状態を作れるようにする。 

 ３ 単元の指導目標（観点別評価基準） 

  (1) 単元の目標 

   ○ 図形の合同の意味や合同な図形の性質などについて理解し，合同な図形をかくことを通して，

平面図形についての理解を深める。 

  (2) 観点別評価基準 

観 点 評 価 基 準 

関心・意欲・態度 
○合同という観点で，図形の性質を見直したり，対角線に着目してできる図

形をとらえたりして，学習に生かそうとする。 

数学的な考え方 
○合同という観点から，図形の形や大きさを決める要素について考え，図形

の性質としてまとめたり統合的にとらえたりすることができる。 

技能 
○必要な，対応する辺の長さや角の大きさを用いて，合同な図形を弁別した

りかいたりすることができる。 

知識・理解 ○図形の合同の意味や合同な図形の性質について理解する。 

 ４ 指導計画と評価計画 

次 時 学習計画 
評価基準 

(評価方法) 
Ａ十分満足できる 

Ｃ努力を要する個へ

の指導の手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

合

同

な

図

形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

本

時 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

・与えられた三角形，四

角形と形も大きさも同

じ図形を見つける。 

・用語「合同」の意味を

知る。 

・四角形を裏返して重ね

合わせることができる

かどうかを調べる。 

・合同な図形を弁別す

る。 

・合同な図形について，

重なり合う頂点，辺，角

を調べる。 

・用語「対応する」の意

味を知る。 

・合同な図形の性質をま

とめ，それを用いて合同

かどうか判別する。 

 

・台形や平行四辺形，ひ

し形を１本の対角線で

分割すると，どのような

三角形ができるか考え

る。 

・分割してできた三角形

［関］形や大きさが同じ

図形に関心を持ち，合同

な図形の調べ方を工夫し

て考えようとしている。

(観察) 

［知］裏返してぴったり

重なる場合も含めて，合

同の意味を理解してい

る。(観察・ノート） 

 

［考］対応する辺の長さ

や角の大きさに着目し

て，合同な図形の性質に

ついて考え，説明してい

る。(発表・ノート) 

［知］合同な図形は対応

する辺の長さ，角の大き

さが等しいことを理解し

ている。(ノート・発言） 

［知］平行四辺形やひし

形は，対角線のひき方に

関係なく，分割してでき

た三角形は合同であるこ

とを理解している。(観

察・発表) 

・合同な図形の調べ方

を意欲的に取り組ん

でいる。 

 

 

・操作活動から，必要

な部分だけで合同を

見つけることができ

ることを理解してい

る。 

・対応する辺の長さや

角の大きさに着目し

て，相手に分かりやす

く進んで説明できる。 

 

・合同な図形は対応す

る辺の長さ，角の大き

さが等しいことを正

確に理解している。 

・分割してできた三角

形は合同であること

を正確に理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

・提示された資料を使っ

て重ね，ぴったりくっつ

くか調べさせる。 

 

 

 

・具体物を使って，対応

する辺の長さや角の大

きさを一緒に探す。 

 

 

 

 

 

 

・具体物を使って，分割

してできた三角形を調

べさせる。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

１

合

同

な

図

形 

 

 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

６ 

について合同であるか

どうか調べる。 

・三角形の構成要素に着

目して，合同な三角形の

かき方を考える。 

・頂点Ｄの位置の決め方

について考える。 

・二辺夾角，二角夾辺，

三辺のかき方で合同な

三角形をかく。 

・すべての構成要素を使

わなくても合同な三角

形がかけることをおさ

える。 

・合同な三角形のかき方

を基に，合同な平行四辺

形のかき方を考える。 

・三角形の場合と異な

り，４つの辺の長さだけ

では形が決まらず，かけ

ないことを知る。 

 

 

［考］合同な三角形のか

き方を考え，どの辺の長

さや角の大きさを使って

かいたかを説明してい

る。(発表・ノート) 

［技］合同な三角形をか

くことができる。(ノー

ト) 

［知］すべての構成要素

を使わなくても合同な三

角形をかくことを理解し

ている。(観察・発言) 

［考］合同な三角形のか

き方を基に，合同な平行

四辺形のかき方を考え，

説明している。(発表) 

［技］対角線で２つの三

角形に分けて考えて，合

同な平行四辺形を書くこ

とができる。(発表・ノー

ト) 

 

 

・二辺夾角，二角夾辺，

三辺を使って合同な

三角形をかくことが

できることを正確に

理解し，進んで説明で

きる。 

 

 

 

 

 

 

・対角線を利用した，

合同な平行四辺形の

かき方が正確にでき，

進んで説明できる。 

 

 

・合同な三角形のかき方

を一つ一つ確認しなが

ら作図させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・具体物を使って，対角

線で切った形から作図

できないか考えさせる。 

 

ま

と

め 

７ 

 

 

８ 

・「力をつけるもんだい」

に取り組む。 

 

・「しあげのもんだい」

に取り組む。 

［技］学習内容を適用し

て，問題を解決すること

ができる。 

［技］基本的な学習内容

を身につけている。 

・既習事項の内容が分

かり，自力で問題を解

決できる。 

・既習事項の内容が分

かり，自力で問題を解

決できる。 

・リトルティーチャーを

つけて一緒に取り組ま

せる。 

・リトルティーチャーを

つけて一緒に取り組ま

せる。 

 ５ 本時の学習 

  (1) ねらい 

    頂点，辺，角について「対応する」の意味を知り，合同な図形の性質について理解する。 

                                          ［考］［知］ 

  (2) 本時の授業仮説 

   ① 授業における教師の発問や黒板掲示の工夫をすることで，合同な図形は対応する辺の長さ，角

の大きさが等しいことを理解することができるであろう。 

   ② 対応する辺の長さや角の大きさに着目することで，合同な図形の性質について，分かったこと

を友達に説明し合うことができるであろう。 

  (3) 本時の展開（２／８） 

    準備：［教師］黒板用図形 説明カード 児童配布用プリント 

       ［児童］ものさし コンパス 分度器 三角定規 はさみ のり 

段

階 
学習活動 

 ○教師の支援と留意点 

 ★教師の発問 

 ■授業仮説の検証 

 ◇本時の評価(評価方法) 

  ○児童の活動の様子の観察  ウォーミングアップ 



 

 

 

 

 

 

 

導

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リズムに合わせて楽しく

活動する。 

１「対応する」という

意味を確認する。 

 

 

  ・本時の大切な部分

を押さえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを確

認する。 

 

 

 

 

３ 確認する。 

 ・63 ページ  の問

題を解き，ペアで説

明し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 挑戦する。 

 ・対応する角が等し

いときは，合同であ

るかどうか説明す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○質問を投げかけて答える対話方

式で説明していく。 

○必要な言葉を黒板に掲示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「対応する辺」「対応する角」を

理解しているか確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  の問題を黒板に書いて，ノ

ートへの書き方を提示する。 

★言葉だけでなく，図形のどの部

分のことを説明しているのか，

指し示しながら説明しましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

★ここに，2 つの四角形がありま

す。角Ａと角Ｅ，角Ｂと角Ｆ，

角Ｃと角Ｇ，角Ｄと角Ｈの大き

さは，それぞれ等しいです。2

つの四角形は合同といえるでし

ょうか。理由まで説明しましょ

う。 

○分からないグループは，図形を

写し取ることができるように紙

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇対応する辺の長さや角の大

きさに着目して，合同な図

形の性質について考え，説

明している。［考］（発表・

ノート） 

■教師の発問や黒板掲示の工

夫をすることで，合同な図

形は対応する辺の長さ，角

の大きさが等しいことを理

解することができる。① 

 

 

 

◇合同な図形は対応する辺の

長さや角の大きさ等しいこ

とを理解している。［知］（ノ

ート・発言） 

■対応する辺の長さや角の大

きさに着目することで，合

同な図形の性質について，

分かったことを友達に説明

し合うことができる。② 

 対応する辺どうし，対応する角どうしの関

係を説明できる。 

ペアで説明し合おう 

 合同な図形では，対応する辺の長さは等し

くなっていて，対応する角の大きさも等しく

なっています。 

グループで説明し合

おう 

 
３ 

 
３ 

 

 

 

 
３ 

むず問 

意味説明 



 

展

開 

 

 

ま

と

め 

 

 ・発表する 

 

 

５ 今日の振り返りを

する。 

 ・どんな時に合同だ

ったか分かったこと

を書く。 

を準備する。 

○机間指導中に，あらかじめ 1～2

グループに発表をお願いしてお

く。 

○どの視点を見ることができた

か，見ることができなかったか，

どの部分が分かり，どの部分が

分からなかったか確認する。 

  (4) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６ 授業仮説の検証 

   本時の授業仮説について，学級全体の評価をもとに考察する。表４は，検証授業における児童の授

業観察(発表)やノート(ペア評価◎○△)，振り返り(検証の視点をもとにした感想)からの評価である。 

表４ 学級全体の評価 

検証 

場面 
検証の視点 

  評価基準  

Ａ 十分満足     Ｂ 満足   Ｃ やや努力が必要 

検証 

方法 

 

 

確認 

(1) 合同な図形

は，対応する辺や

角が等しいこと

を理解している

か。 

  結  果   

 

 

 

 

 

  61％（20人）   36％（12人）   3％（1人） 

・授業観

察 

・ノート 

・振り返

り 

 

 

 

 

説明 

(2)対応する辺や

角の言葉を使っ

て，合同にならな

いことの説明が

できたか。 

  結  果  

 

 

 

 

 

  46％（15人）   33％（11人）   21％（7人） 

・授業観

察 

・ノート 

・振り返

り 
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 合同な図形で，重なり合う頂

点，辺，角を，それぞれ対応す

る頂点，対応する辺，対応する

角といいます。 

 合同な図形では，対応する辺

の長さは等しくなっています。

また，対応する角の大きさも等

しくなっています。 

めあて  対応する辺どうし，対応する

角どうしの関係を説明できる。 

問題 

説明 

 

 
３ 

    
   
   の図 

 
３ 

の問題 

むず問 
 

むず問 図 

発表用スペース 

分かったこと 

説明用図 

頂点 

角 

辺 

うら返す 

回す 

ずらす 

対応する辺や角を

見つけ、辺の長さ

や角の大きさを自

力で見つける事が

できる。 

対応する辺や角を

見つけ、辺の長さ

や角の大きさをヒ

ントをもとに見つ

ける事ができる。 

対応する辺や角を

見つけ、辺の長さ

や角の大きさを見

つける事ができな

い。 

自分の言葉で説明

でき，友達の説明

に付け足すことが

できた。 

友達の説明を聞い

て，説明できた。 

説明ができない。 



  (1) 授業仮説①について 

    授業における教師の発問や黒板掲示の工夫をすることで，合同な図形は対応する辺の長さ，角の

大きさが等しいことを理解することができたか 

    前時で合同を見つける方法を教え，「ずらす」「回す」「裏返す」という作業から，合同を見つける

ことができた。 

    本時では，合同な図形は，対応する辺の長さや角の大きさは等しいことを調べた。その時，「対応

する辺はどこですか。」など対話形式で，対応するところを一緒に確認した。対応する頂点同士で色

分けし見やすく掲示することで，対応する辺や角を見やすくした。前時の「ずらす」「回す」「裏返

す」作業をし，対応する頂点同士で色分けすることで，対応する辺や角を見つけやすくなり，「裏返

す」と合同になる四角形の図形の対応する辺や角，対応する辺の長さや角の大きさを探すことがで

きていた。さらに，ペア同士で，対応する辺の長さや角の大きさを調べ図に書き込み，調べたこと

と分かったことを説明し合うと，「合同な図形は，対応する辺の長さや角の大きさはすべて等しい」

という発言があり，合同の性質を理解することができたといえる。 

  (2) 授業仮説②について 

    対応する辺の長さや角の大きさに着目することで，合同な図形の性質について，分かったことを

友達に説明し合うことができたか 

    角の大きさは全て同じで，辺の長さの違う図形が合同であるかどうかの理由説明をグループで考

えさせた。必ず使うキーワードとして，｢対応する辺」｢対応する角｣を黒板に掲示し，対応する辺の

長さや角の大きさに着目させた。そのことから，グループで，｢対応する辺｣と思われる部分の長さ

を測り，「対応する角｣の大きさは，同じだが，｢対応する辺｣の長さが違うので合同ではないことを

考えることができた。しかし，グループでの活動で，積極的に発言する子もいれば，それを聞いて

納得し，ノートにまとめることができる子もいたが，説明を聞いても理解できず，ノートにまとめ

ることができない子が 21％もいて，課題が残った。 

 

Ⅴ 研究の結果と考察 

 １ 積み木やパズルなどを用いたクイズ形式の常時活動のできる教室環境を作ることは，図形を見る視

点を育てることに有効であったか 

   図形クイズやタングラムを使ったパズルゲームを教室に設置し，図形を見る視点が身に付くのかの

有効性を検証した。 

   6 月の始めから，毎週金曜日の放課後に， 

  新しい問題を掲示し，一週間で問題に挑戦す 

  るようにした。図形クイズ(図 2)は，正解す 

  るごとに階級が上がるシステムにして，興味 

  を持たせるように仕組んだ。タングラムは， 

  時間を計り，だれが早くできるか競わせた 

  (図 3)。取り組み率は，問題の内容により異 

  なるが，40％前後である。半数を超えること 

  はなかったが，常時活動を通してどのような 

  ことが分かるようになったか感想を書いても 

  らうと資料３のようになった。その結果から， 

  常時活動のできる教室環境を作ることは，図 

  形を見る意識が育っていると言え，図形を見 

  る視点を育てるのに，有効であったと言える。 

   しかし，クイズやタングラムに全く興味を 

 

 

図２ 図形クイズ(例) 

図３ タングラム活動の様子 

・頂点や辺，角の意味が分かるよう

になった。 

・図をかく時，頂点と頂点を結ぶこ

とを意識するようになった。 

・図形を見る時，どこを見ればいい

のか分かった。 

・図形の勉強が楽しくなった。 

資料３ アンケート調査より 
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  示さなかった児童が５人もいたのは，課題としてあげられる。理由としては，「見たけれど，難しそ 

  うだった」と答えており，もっと簡単で興味をひくような問題を準備する必要がある。 

 ２ 授業における教師の発問や黒板掲示の工夫をすることは，図形の知識・技能の定着を図ることに有

効であったか 

   教師の発問や黒板の掲示を工夫することは，図形の知識・技能 

  の定着を図るのに有効であるか検証した。 

   教師の発問では，対話形式で進め，さらに，指で図形をなぞる 

  ことを指示することで，視点を明確にし，黒板掲示では，大切な 

  言葉を掲示したり，視点を見やすくするために色付けをしたりす 

  る(図 4)ことで，図形を見る視点が身に付き，図形の知識の定着 

  が図れると考えた。 

   また，作図の指導を対話形式で行い，頂点を意 

  識させて作図させた。板書は，手順ごとに色を変 

  え，作図の手順を明確にして一緒に作図した。こ 

  のことで手順が分かりやすくなり，図形の技能の 

  定着が図れると考えた。 

   単元テストの結果を見てみると，合同な図形を 

  見つける，対応する頂点や辺，角をみつける(知 

  識)の正答率は 97％で，知識の定着が図れたこと 

  が分かる。また，合同な図形をかくため(技能)の 

  正答率は，90％であり，技能の定着が図れたこと 

  が分かる(図 5)。このことから，教師の発問や黒板の掲示の工夫をすることは，児童の図形に対する 

  知識・技能の定着を図ることに，有効であったと言える。 

 ３ 分かったことを友達と説明し合う場の設定や，自分の考えを整理させることは，図形の定義や性質

の定着を図ることに有効であったか 

   毎時間，問題を友達に説明したり，考えを整 

理しながら友達に説明したりする活動を通して， 

図形の定義や性質の定着を図ることができるか 

検証した。 

 黒板に掲示された図形を見る視点を使い，グ 

ループで話し合い，その考えをまとめる活動を 

した。その時，図形を見る視点を意識するため 

に，説明している図形の頂点や辺，角を指でな 

ぞりながら話し合うよう指示した。そうするこ 

とで図形を見る視点を意識しながら，自分の考 

えを整理し，友達に説明し合うことができ，図 

形の定義や性質の定着が図れると考えた。 

   理解深化課題において，グループで取り組み， 

説明し合ったり，考えを整理させたりしたこと 

により「合同である」という定義をおさえてい 

ることが分かる(図６)。また，児童の振り返り 

からも図形を見る視点を意識して話し合いをす 

ることができていたことが分かる(図７)。 

このことから，友達に説明することで，自分 

の考えを整理することができ，図形の定義や性 
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図４ 黒板掲示 

図５ 単元テストの結果 

 

図６ グループでの話し合い活動から 
(ワークシート) 

技
能 

知
識 

90％ 

97％ 

 



質の定着を図ることに有効であると言える。 

 また，既習事項の図形テストを検証前と検証 

後に行った。図形の弁別については，検証前は， 

二等辺三角形や直角三角形などの形が分かる児 

童がそれぞれ 61％，55％と定着が低かったが， 

検証後は，80％をこえており，図形の名称の定 

着が伺える(図８)。図形の定義づけの正確さに 

ついては，頂点や辺，角に着目して説明するこ 

とが，検証前は，14.5％だったが，検証後は， 

47.8％まで上がった。このことから，頂点や辺，角に着目するようになってきていることが伺える(図

９)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 研究の成果と今後の課題 

 １ 研究の成果 

  (1) 積み木やパズルなどを用いたクイズ形式の常時活動を取り入れることは，図形を見る視点を育て

るのに効果があった(Ⅴ－１)。 

  (2) 授業における発問や黒板掲示の工夫をすることは，図形の知識・技能の定着を図るのに効果があ

った(Ⅴ－２)。 

  (3) 分かったことを友達に説明し合う場の設定や，考えを整理させることは，図形の定義や性質の定

着を図ることに効果があった(Ⅴ－３）。 

 ２ 今後の課題 

  (1) 児童の興味が持続するような図形クイズやタングラムの活動内容の工夫(Ⅴ－１)。 

  (2) 図形の着目要素を明確にできるような，教師の発問や黒板掲示のさらなる工夫(Ⅴ－２)。 

  (3) 自分の考えや分かったことを説明したり整理したりすることがさらにできるような教師の支援

(Ⅴ－３)。 
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図９ 図形の定義づけを 
      正確に答えられた児童の割合 

図 7 児童の振り返り 

図８ 図形の弁別ができた児童の割合 
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